
名 船  発  掘 〈汽船〉
〈主要日)鉄 道連絡船 (砕氷型)、鉄道省、31298総トン、2,165重

量 トン、垂線間長945m、 幅137m、 満載喫水64m、 主機三達成

汽機 2基 (2軸 )、最大出力6i395馬力、旅害定員754名、最高速力

164ノ ット、1927年神戸製鋼所播磨造船工場建造

冬季も北海道～カラフト間を定時運航した
本格的砕氷貨客船
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稚
泊
航
路

の
開
業

戦
前
、
列
鳥
四
島
に
高
カ
ラ
フ
ト

（サ
ハ
リ
ン
）

と
朝
鮮
半
島
を
加
え
た
日
本
全
円
の
鉄
道
網
は
、
鉄

道
連
絡
船
に
よ
っ
て
竹
接
に
結
ば
れ
て
い
た
。

そ
の
最
も
北
に
あ
る
鉄
道
連
絡
い
は
、
宗
谷
海
岐

を
へ
だ
て
た
社
内
と
大
泊

（
コ
ル
サ
コ
フ
）
を
往
復

す
る
社
泊

（ち
は
く
）
航
路
で
あ
っ
た
。

Ｗ
庭
湾
に
面
し
た
大
泊
は
、
日
露
戦
争
で
日
本
領

と
な
っ
た
南
カ
ラ
フ
ト
の
玄
関
口
で
あ
り
、
明
治
末

年
に
は
カ
ラ
フ
ト
の
行
政
中
心
地
の
豊
原

（
ユ
ジ
ノ

サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
と
の
間
に
鉄
道
が
開
通
し
て
い
た
。

対
す
る
内
地
側
の
玄
関
回
は
小
杯
で
あ
り
、
日
露
戦

争
後
、
日
本
郵
恥
や
大
阪
商
冊
な
ど
が
、
小
樽
を
起

点
と
す
る
カ
ラ
フ
ト
航
路
を
開
米
し
て
い
た
。

一
方
、
北
海
道
の
欽
道
が
北
上
し
て
、
北
端
の
社

内
に
と
し
た
の
は

一
九
二
二

（大
止
十

一
）
年
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
を
契
機
に
、
北
海
道
と
カ
ラ
フ
ト

を
鉄
道
連
絡
船
で
結
ぶ
構
想
が
具
体
化
し
、
翌
年
の

五
月
、
社
泊
航
路
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

初
代
の
社
泊
連
絡
船
は
関
釜
連
絡
船
出
身
の

「壱

岐
九
」
と

「対
馬
九
」
で
、
船
首
を
砕
氷
型
に
改
造

し
て
運
航
に
当
た
っ
た
。
夏
季
は
毎
日
運
航
、
冬
季

（
一
十
二
月
）
は
月
十
二
令
復
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
っ
た
が
、
研
庭
湾
が
結
氷
す
る
冬
季
の
海
象
条
件

は
予
想
以
■
に
き
び
し
く
、
久
がヽ
来
る
た
び
に
米
原

の
な
か
で
難
航
を
強
い
ら
れ
た
。
も
と
も
と
本
職
の
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砕
氷
船
で
は
な
い

「壱
岐
丸
」
ク
ラ
ス
は
、
稚
泊
航

路
に
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
格
的
砕
氷
貨
客
船

の
誕
生

開
業
後
、
稚
泊
航
路
の
利
用
者
は
増
加
の

一
と
を

た
ど
り
、　
一
九
二
五

（大
正
十
四
）
年
に
は
年
間
旅

客
数
が
十
万
人
を
超
え
た
。
と
こ
ろ
が
同
じ
年
の
十

二
月
、
「対
馬
九
」
が
吹
雪
の
た
め
針
路
を
誤
り
、

稚
内
付
近
で
坐
礁
沈
没
す
る
事
故
が
起
き
た
。

鉄
道
省
は
そ
の
代
普
船
と
し
て
、
画
期
的
な
砕
氷

型
鉄
道
連
絡
船
の
新
造
を
決
め
、
こ
れ
を
相
生
の
播

磨
造
船
所

（当
時
は
神
戸
製
鋼
所
播
磨
造
船
工
場
）

に
発
注
し
た
。　
一
九
二
七

（昭
和
二
）
年
十

一
月
に

完
成
し
た
こ
の
新
船
が

「亜
庭
丸
」
で
あ
る
。

当
時
、
国
産
の
砕
氷
船
と
し
て
は
、
海
軍
の
砕
永

艦

「大
泊
」
、
日
本
部
船
の
貨
客
船

「千
歳
九
」
な

ど
が
あ

っ
た
が
、
技
術
的
に
は
ま
だ
手
探
り
の
状
態

で
あ
り
、
実
績
も
少
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
播
磨

造
船
所
は
、
満
鉄
が
大
連
港
で
使
用
す
る
強
力
な
仲

氷
型
曳
船
二
隻

（大
這
九
、
本
天
九
）
を
建
造
し
て

お
り
、
「壱
岐
丸
」
の
改
造
も
手
が
け
て
い
た
。

「亜
庭
九
」
は
約
二
千
三
百
総
ト
ン
。
千
人
百
総
ト

ン
型
の
習
τ
岐
丸
」
ク
ラ
ス
よ
り
も
ず

っ
と
大
き
く
、

主
機
パ
ワ
ー
も
強
力
で
、
船
体
の
つ
く
り
も
頑
丈
だ

っ
た
。
鋼
材
は
主
に
ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
品
を
用
い
、

外
板
総
面
積
の
三
分
の
一
は
、
氷
圧
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
厚
さ
ｉ
　
五
セ
ン
チ
の
銅
板
で
覆
わ
れ
て
い

た
。
ま
た
船
体
全
体
に
わ
た
っ
て
、
特
設
助
骨
と
特

設
縦
通
材
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

操
航
室
の
上
に
は
、
氷
を
監
視
す
る
見
張
所
が
設

け
ら
れ
た
。
見
張
所
の
横
に
立

っ
て
い
る
の
は
、
米

国
製
の
無
線
方
位
測
定
機
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
で
あ

る
。
こ
の
計
器
は
、
「対
馬
九
」
の
海
難
の
あ
と
、

事
故
防
止
の
た
め

「壱
岐
九
」
に
初
め
て
装
備
さ
れ

た
も
の
で
、
同
船
に
は
こ
の
と
き
、
米
国
製
の
音
響

測
深
儀
も
取
り
付
け
ら
れ
た
。
ど
ち
ら
の
計
器
も
、

商
船
と
し
て
は
日
本
で
最
初
の
装
備
だ
っ
た
。

ウ
イ
ン
チ
、
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
と
い
っ
た
甲
板
補
機

に
は
、
日
本
の
鉄
道
連
絡
船
で
は
初
め
て
電
動
式
の

も
の
が
採
用
さ
れ
た
。
汽
動
式
だ
と
凍
結
す
る
お
そ

れ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

二
本
煙
突
の

「亜
庭
丸
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な
船
型
や

艤
装
品
は
、
今
で
は
む
ろ
ん
写
真
で
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
東
京
の
交
通
博
物
館
に
本
船
の
四

十
人
分
の

一
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
未
見
の
読

者
に
は

一
見
を
す
す
め
た
い
。

テ
ン
ダ

ー
シ

ッ
プ

「
利
尻
丸
」

デ
ビ
ュ
ー
後
の

「亜
庭
丸
」
は
、
期
待
ど
お
り
の

砕
氷
能
力
を
示
し
、
冬
季
も
ほ
ほ
定
時
運
航
を
キ
ー

プ
し
た
。
氷
原
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

「壱
岐
九
」
を

故
援
す
る
場
面
も
し
ば
し
ば
兄
ら
れ
た
。
五
年
後
に

三
千
六
百
総
ト
ン
型
の
新
造
船

「宗
谷
九
」
が
就
航

し
て
か
ら
は
、
冬
季
の
隔
日
逗
航
が
確
保
さ
れ
、
所

要
時
間
も
九
時
間
か
ら
人
時
間
に
短
縮
し
た
。

就
航
船
の
近
代
化
が
進
ん
だ
の
に
対
し
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
港
の
施
設
整
備
は
、
所
管
官
庁
が
異
な
っ
て
い

た
た
め
、
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
大
泊
側
は
「亜

庭
九
」
就
航
の
翌
年
に
突
堤
が
完
成
し
、
大
泊
港
駅

か
ら
す
ぐ
に
乗
船
が
で
き
た
が
、
社
内
側
は
、
桟
橋

駅
が
開
業
し
岸
壁
か
ら
タ
ラ
ッ
プ
乗
船
が
可
能
に
な

っ
た
の
は
、
そ
の
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
航
路
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
十
五
年
も
の
間
、
雅

内
港
は
沖
が
か
り
で
あ

っ
た
。

社
内
港
で
は
当
初
、
木
造
の
タ
グ
ボ
ー
ト
と
ハ
シ

ケ
を
利
用
し
て
い
た
が
、
こ
れ
だ
と
流
氷
期
に
追
航

が
難
し
い
の
で
、
開
業
翌
年
に
砕
氷
機
能
を
持

っ
た

百
四
十
総
ト
ン
の
鋼
製
客
船

「利
尻
九
」
を
浦
賀
船

渠
で
建
造
し
、
送
迎
用
テ
ン
ダ
ー
シ
ツ
プ
と
し
た
。

「亜
庭
丸
」
の
最
後
部
に
あ
る

一
本
の
デ
リ
ツ
ク
ポ

ス
ト

（の
ち
に
門
型
に
変
更
）
は
、
「利
尻
九
」
の

接
舷
時
に
タ
ラ
ッ
プ
を
渡
す
た
め
の
も
の
だ
。

こ
う
し
た
先
人
の
苦
労
に
よ
っ
て
運
航
さ
れ
た
稚

泊
航
路
の
歴
史
も
、
敗
戦
で
幕
を
閉
じ
た
。
終
戦
直

後
の
人
月
二
十
三
日
の
夜
、
「宗
谷
九
」
が
内
地

ヘ

の
避
難
民
四
千
五
百
人
を
満
載
し
て
大
泊
を
出
港
し

た
の
が
最
後
の
稚
泊
連
絡
船
と
な
っ
た
。

「亜
庭
丸
」
は
終
戦
直
前
、
空
襲
で
壊
減
状
態
の
青

函
航
路
を
支
援
し
就
航
し
て
い
た
が
、
人
月
十
日
、

米
艦
載
機
の
空
爆
を
受
け
青
森
湾
で
沈
没
し
た
。

山
田
　
迪
生

（今
号
か
ら
し
ば
ら
く
鉄
道
連
絡
船
な
ど
を
取
り
あ
げ
ま
す
）
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